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（12 ページに特集記事を掲載）（12 ページに特集記事を掲載）
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定 例 会 の 概 要 、 主 な 議 案定 例 会 の 概 要 、 主 な 議 案

一
般
会
計

６月定例会
令
和
７
年
度
補
正
予
算
な
ど
全
８
議
案
を
可
決

　
６
億
８
３
９
２
万
円
を
追
加

主
な
議
案
の
内
容

○
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て　

二
戸
市
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例　

　

令
和
７
年
３
月
31
日
、
地
方
税
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等
が
公

布
に
な
り
、
令
和
７
年
４
月
１
日
か

ら
施
行
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
専
決
処

分
に
よ
り
二
戸
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
し
た
も
の
で
す
。

○
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て　

令
和
６
年
度
二
戸
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
13
号
）

　

地
方
交
付
税
及
び
起
債
等
の
収
入

の
確
定
に
伴
い
、
特
に
緊
急
を
要
す

る
た
め
、
議
会
を
招
集
す
る
時
間
的

余
裕
が
な
く
、
専
決
処
分
に
よ
り
予

算
を
補
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
補
正
額　
　
　

１
億
１
５
２
万
円

○
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て　

令
和
６
年
度
二
戸
市
土

地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
６
号
）

　

県
補
助
金
及
び
起
債
等
の
収
入
の

確
定
に
伴
い
、
特
に
緊
急
を
要
す
る

た
め
議
会
を
招
集
す
る
時
間
的
余
裕

が
な
く
、
専
決
処
分
に
よ
り
予
算
を

補
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
補
正
額　
　
　

△
１
６
０
３
万
円

承
認

議
決
案
件　

可
決

○
二
戸
市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例

　

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
を
実
施
す

る
た
め
、
児
童
福
祉
法
（
昭
和
22
年

法
律
第
１
６
４
号
）
第
34
条
の
16
第

１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
乳
児
等
通

園
支
援
事
業
の
設
備
及
び
運
営
の
基

準
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を
定
め
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

○
二
戸
市
個
人
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の

標
準
化
に
関
す
る
法
律
（
令
和
３
年

法
律
第
40
号
）
に
基
づ
き
実
施
さ
れ

る
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化

に
伴
い
、
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記

録
さ
れ
て
な
い
者
を
特
定
す
る
固
有

の
番
号
を
付
番
・
管
理
す
る
事
務
が
、

個
人
番
号
の
独
自
利
用
事
務
に
な
る

こ
と
か
ら
、
改
正
を
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

○
二
戸
市
子
ど
も
、
妊
産
婦
及
び
重

度
心
身
障
害
者
医
療
費
給
付
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
に

つ
い
て
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
１
級
に
該
当
す
る
者
を
新
た
に
対

象
者
に
加
え
る
ほ
か
、
文
言
を
整
理

す
る
も
の
で
す
。

補
正
予
算

承
認

可
決

　

令
和
７
年
６
月
定
例
会
は
、

６
月
10
日
か
ら
６
月
24
日
ま
で

の
15
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
議
会
は
、
令
和
７
年
度
補

正
予
算
な
ど
８
件
の
議
案
が
市

長
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
や
３
つ
の
常
任
委
員

会
で
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ

れ
、
審
議
の
結
果
、
議
案
８
件

を
原
案
の
と
お
り
承
認
、
可
決

し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
発
議
案
３
件
を
可

決
、
１
件
を
否
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
に
は
11
人

の
議
員
が
登
壇
し
、
市
政
全
般

に
わ
た
っ
て
市
長
や
教
育
長
の

見
解
を
求
め
ま
し
た
。

専　
　
決

○
令
和
７
年
度
二
戸
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

◆
補
正
額　
　

６
億
８
３
９
２
万
円

【
主
な
内
容
（
歳
出
）
】

・
合
併
20
周
年
関
連
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

１
１
５
１
万
円

　

令
和
８
年
１
月
１
日
に
迎
え
る
二

戸
市
と
浄
法
寺
町
と
の
合
併
20
周
年

の
記
念
事
業
に
係
る
も
の

・
ま
ち
づ
く
り
推
進
費

　
　
　
　
　
　
　
　

１
７
８
３
万
円

　

田
中
舘
愛
橘
博
士
ゆ
か
り
の
家
に

係
る
市
の
施
設
の
建
設
及
び
設
備
に

係
る
も
の

・
予
防
接
種
助
成
事
業
費

 　
　
　
　
　
　
　

  

３
２
３
６
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
係
る
助
成
及
び
接
種
に
係
る

事
務
費

・
浄
法
寺
漆
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業

費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

51
万
円

　

合
併
20
周
年
記
念
式
典
と
漆
共
進

会
を
併
せ
て
開
催
す
る
こ
と
か
ら
、

会
場
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
手
数
料
及
び

他
産
地
の
漆
を
展
示
す
る
こ
と
に
伴

う
収
集
手
数
料
並
び
に
共
進
会
開
催

に
係
る
も
の

・
天
台
寺
周
辺
地
区
振
興
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
６
６
万
円

　

地
域
資
源
を
核
と
し
た
地
域
産
業

の
活
性
化
並
び
に
交
流
人
口
の
拡
大

を
図
る
た
め
、
天
台
寺
周
辺
地
区
及

び
稲
庭
岳
の
振
興
に
要
す
る
補
助
金

並
び
に
事
務
費

可
決

承
認

可
決
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常 任 委 員 会 で の 審 議

問 

主
な
路
線
の
完
了
予
定

は
。

答 

福
岡
高
校
線
は
、
若
干

工
事
は
残
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
７
年
度
予
算
で
完
了
予

定
。
上
町
下
川
原
線
は
今
年

度
に
建
物
補
償
と
土
地
購
入

を
行
い
、９
年
度
完
了
予
定
。

足
沢
線
、
中
沢
線
は
今
年
度

完
了
。
役
場
線
は
今
年
度
、

建
物
補
償
と
土
地
購
入
を
行

い
、
８
年
度
に
歩
道
整
備
を

行
い
、
完
了
を
見
込
む
。

　
現
在
、
小
学
校
、
中
学
校

と
も
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
役
場

前
で
降
り
て
学
校
ま
で
の
間

を
歩
い
て
お
り
、
歩
道
未
整

備
区
間
を
整
備
す
る
も
の
で

あ
る
。

森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て

問 

活
用
内
容
は
。

答 

森
林
所
有
者
に
対
す
る

森
林
経
営
に
関
す
る
意
向
調

査
や
、
集
積
計
画
の
策
定
、

林
業
経
営
体
が
実
施
し
た
森

林
整
備
事
業
補
助
、
新
生
児

へ
の
漆
器
贈
呈
、
天
台
寺
周

辺
市
有
林
の
間
伐
や
小
学
校

の
机
を
更
新
す
る
際
の
木
材

利
用
等
に
対
し
支
出
し
て
い

る
。

　
今
後
は
、
意
向
調
査
等
に

基
づ
い
た
集
積
計
画
を
進
め

な
が
ら
森
林
整
備
を
進
め
て

い
く
こ
と
を
基
本
に
、
木
材

利
用
や
環
境
整
備
に
有
効
に

使
え
る
よ
う
計
画
を
立
て
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

道
路
新
設
改
良
舗
装
事
業
に

つ
い
て

問 

福
祉
灯
油
の
給
付
実
績

は
。

答 

対
象
世
帯
３
２
０
０
件

に
案
内
を
送
っ
た
が
、
申

し
込
み
が
あ
っ
た
の
は

１
５
９
５
世
帯
で
あ
っ
た
。

問 
一
時
預
か
り
事
業
と
の

違
い
は
。

答 

本
事
業
は
通
園
に
よ
る

様
々
な
経
験
を
通
じ
全
て
の

子
ど
も
の
育
ち
を
応
援
す
る

事
が
目
的
。
一
時
預
か
り
は

保
護
者
の
事
由
に
よ
り
、
家

庭
保
育
が
一
時
的
に
困
難
で

あ
る
場
合
の
み
利
用
で
き
る

も
の
で
あ
る
。

問 

一
級
の
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
所
持
者
を
対
象

と
す
る
背
景
は
。

答 

岩
手
県
重
度
心
身
障
害

者
医
療
費
助
成
事
業
に
基
づ

い
て
実
施
し
て
お
り
、
県
が

障
害
者
関
係
団
体
と
の
意
見

交
換
を
行
っ
た
際
に
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
一

級
所
持
者
を
、
本
助
成
対
象

に
追
加
し
て
欲
し
い
と
要
望

が
あ
り
制
度
改
正
に
な
っ
た

も
の
で
あ
る
。

問 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
財

源
の
調
整
に
つ
い
て
伺
う
。

答 

補
助
金
交
付
決
定
し
た

際
は
必
要
に
応
じ
て
財
源
組

み
換
え
を
行
う
。

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

合
計
５
６
３
５
万
４
０
０
０

円
で
あ
る
。

【
浄
法
寺
総
合
支
所
地
域
支

援
課
所
管
分
】

Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
処
理
に
つ
い
て

問 

Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
処
理
方
法
は

ど
の
様
に
行
う
の
か
。ま
た
、

市
内
に
あ
る
各
施
設
を
調
査

す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答 

東
北
電
気
保
安
協
会
で

調
査
し
、
微
量
で
も
Ｐ
Ｃ
Ｂ

が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
は
、

東
北
電
気
保
安
協
会
に
相
談

し
な
が
ら
専
門
業
者
を
適
正

に
選
定
し
処
分
す
る
。

　
Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
処
理
に
つ
い
て

は
、
令
和
８
年
度
末
ま
で
に

処
分
す
る
こ
と
が
法
律
で
定

め
ら
れ
て
い
る
。
東
北
電
気

保
安
協
会
の
報
告
書
を
も
と

に
調
査
を
進
め
て
い
る
。

【
総
務
部
所
管
分
】

合
併
20
周
年
記
念
事
業
に
つ

い
て

問 

委
託
料
２
５
０
万
円
の

内
訳
は
。

答 

海
上
自
衛
隊
の
演
奏
会

を
予
定
し
て
お
り
、
そ
の
翌

日
に
行
う
市
民
対
象
の
演
奏

指
導
に
か
か
る
費
用
と
、
二

戸
市
の
洋
画
家
高
田
啓
介

さ
ん
が
絵
画
監
修
し
た
映

画
『
海
の
沈
黙
』
の
上
映
会

に
か
か
る
費
用
を
合
わ
せ
て

２
５
０
万
円
と
な
る
。

【
市
民
部
所
管
分
】

ま
ち
づ
く
り
推
進
費
に
つ
い

て問 

田
中
舘
愛
橘
ゆ
か
り
の

家
に
係
る
費
用
の
総
額
は
。

答 

今
回
の
補
正
予
算
が
休

憩
案
内
施
設
部
分
の
工
事
費

等
で
１
７
８
３
万
円
と
、
当

初
予
算
で
議
決
さ
れ
た

３
８
５
２
万
４
０
０
０
円
、

総　
　
務
常
任
委
員
会

令
和
７
年
度
二
戸
市
一
般

令
和
７
年
度
二
戸
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

二
戸
市
子
ど
も
、
妊
産
婦

二
戸
市
子
ど
も
、
妊
産
婦

及
び
重
度
心
身
障
害
者
医

及
び
重
度
心
身
障
害
者
医

療
費
給
付
条
例
の
一
部
を

療
費
給
付
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

改
正
す
る
条
例

令
和
６
年
度
二
戸
市
一
般

令
和
６
年
度
二
戸
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第

会
計
補
正
予
算
（
第
13
号
）
号
）

令
和
６
年
度
二
戸
市
一
般

令
和
６
年
度
二
戸
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第

会
計
補
正
予
算（
第
13
号
）
号
）

二
戸
市
乳
児
等
通
園
支
援

二
戸
市
乳
児
等
通
園
支
援

事
業
の
設
備
の
運
営
及
び

事
業
の
設
備
の
運
営
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例

め
る
条
例

市道福岡高校線。
産業建設常任委員会で現地視察

PCB の説明
岩手県のホームページ

令
和
７
年
度
二
戸
市
一
般

令
和
７
年
度
二
戸
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）児童通学の大切な足であるスクールバス

令
和
７
年
度
二
戸
市
一
般

令
和
７
年
度
二
戸
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）
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質 疑 、 討 論質 疑 、 討 論

育
現
場
が
大
変
に
な
る
と
考
え

ら
れ
る
が
、
職
員
体
制
、
配
置

等
受
入
れ
態
勢
に
つ
い
て
考
え

は
あ
る
か
。

答 

事
業
者
に
お
い
て
も
保
育
士

の
定
員
が
あ
る
た
め
、
無
尽
蔵

に
預
か
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
。
あ
ま
り
に
も
た
く
さ
ん
の

申
し
込
み
が
あ
れ
ば
、
受
入
れ

が
不
可
能
と
な
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。

問 

令
和
６
年
度
末
に
保
健
師

と
栄
養
士
が
そ
れ
ぞ
れ
２
名
ず

つ
退
職
し
た
後
の
補
充
の
状
況

と
、
通
常
業
務
に
支
障
が
な
い

の
か
ど
う
か
、
令
和
７
年
度

の
職
員
配
置
状
況
と
併
せ
て
伺

う
。

答 

年
度
末
に
退
職
し
た
人
数
に

つ
い
て
、
時
期
も
含
め
て
直
ち

に
採
用
で
き
て
い
な
い
部
分
も

あ
る
。
全
体
の
事
務
事
業
を
見

な
が
ら
必
要
な
人
数
の
確
保
に

努
め
て
い
き
た
い
。

　
も
う
少
し
人
員
が
欲
し
い
が

直
ち
に
埋
め
ら
れ
な
い
場
合
に

は
、
個
人
や
専
門
職
数
名
に
頼

り
切
る
の
で
は
な
く
、
組
織
と

し
て
全
体
を
カ
バ
ー
し
な
が
ら

そ
の
業
務
を
進
め
て
い
く
の
が

一
番
大
事
で
あ
る
。

問 

国
保
税
の
課
税
限
度
額
引
上

げ
に
つ
い
て
、
ど
の
く
ら
い
の

所
得
で
課
税
限
度
額
超
過
世
帯

に
な
る
の
か
見
込
み
を
伺
う
。

答 

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
40
歳

未
満
の
夫
婦
で
小
学
生
２
人
の

場
合
は
１
０
６
０
万
円
程
の
所

得
が
あ
る
方
が
限
度
額
超
過
す

る
と
い
う
積
算
で
あ
る
。

問 

事
業
者
は
民
間
保
育
施
設
５

施
設
と
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
一
般

型
と
余
裕
活
用
型
そ
れ
ぞ
れ
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

県
を
ま
た
い
だ
利
用
申
込
み
は

可
能
か
。

答 

今
現
在
の
情
報
で
は
、
定
員

に
余
裕
が
あ
る
の
で
余
裕
型
の

方
か
ら
受
け
付
け
て
い
く
も
の

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
施
設

に
余
裕
が
あ
る
場
合
は
県
外
か

ら
の
利
用
申
込
み
は
可
能
で
あ

る
。

問 

一
般
型
で
は
定
員
を
別
に
設

け
て
受
け
入
れ
る
こ
と
か
ら
保

本
会
議
で
の　
　
　

　
　
　
　
質　
疑

二
戸
市
税
条
例
の
一
部
を

二
戸
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

改
正
す
る
条
例

討討  

論論

二
戸
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
反  対

賛  成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　
　

　
　

     　
　
　

 

畠
中　
泰
子  

議
員

　

今
回
の
改
正
の
う
ち
国
保
税
の
課

税
限
度
額
を
現
行
の
１
０
６
万
円
か
ら

１
０
９
万
円
に
引
上
げ
る
こ
と
に
つ
い

て
反
対
す
る
。
課
税
限
度
額
は
ほ
ぼ
毎

年
引
上
げ
さ
れ
、
所
得
が
伸
び
な
い
中

引
上
げ
を
繰
り
返
す
の
は
異
常
で
あ

る
。
国
は
国
保
財
政
へ
の
国
庫
負
担
を

大
幅
に
増
や
し
、
国
民
皆
保
険
制
度
、

国
保
を
守
る
べ
き
立
場
か
ら
、
限
度
額

を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
反
対
す
る
。

賛
成

反
対

二
戸
市
乳
児
等
通
園
支
援
事

二
戸
市
乳
児
等
通
園
支
援
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例

る
基
準
を
定
め
る
条
例

令
和
７
年
度
二
戸
市
一
般

令
和
７
年
度
二
戸
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

二
戸
市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　
　

　
　

     　
　
　

 

畠
中　
泰
子  

議
員

　
２
０
２
６
年
か
ら
利
用
者
と
事
業
者

の
直
接
契
約
の
仕
組
み
に
な
る
が
、
市

町
村
の
仕
事
は
利
用
者
の
認
定
、
事
業

者
の
認
可
、
施
設
が
代
理
受
理
す
る
給

付
費
の
支
払
い
に
な
る
。
事
故
が
起
き

た
場
合
の
責
任
や
保
険
な
ど
に
つ
い
て

も
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現

在
の
不
十
分
な
態
勢
で
の
受
入
れ
に

大
き
な
不
安
が
あ
る
こ
と
か
ら
反
対
す

る
。 反

対
二
戸
市
議
会
の
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
重
要
な
意
思
や
市
の
進
路
・
運
営
の

基
本
を
決
定
す
る
重
要
な
こ
と
で
あ

る
。
今
日
、
地
方
の
行
財
政
は
ま
す
ま

す
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、
課
題
は
多
様

化
・
増
大
し
て
い
る
。
今
ま
で
以
上
に

市
民
の
声
を
把
握
し
、
行
政
や
議
会
に

届
け
る
議
員
の
役
割
は
増
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
現
状
維
持
で
18
名
の
議
員

が
一
層
活
発
に
活
動
す
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
。
以
上
の
意
見
を
も
っ
て
反

対
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　
　

　
　

     　
　
　

 

土
佐
野　
淳  

議
員

　
市
民
の
生
の
声
や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

か
ら
、
多
く
の
市
民
が
議
員
定
数
を
多

い
と
考
え
て
い
る
と
分
か
っ
た
。
我
々

議
員
の
大
切
な
仕
事
の
一
つ
は
市
民
の

声
を
市
政
に
活
か
す
こ
と
で
あ
り
、
議

員
定
数
に
つ
い
て
も
実
現
し
て
い
く
こ

と
が
責
務
で
あ
る
。

　
以
前
議
員
定
数
を
減
ら
し
た
時
か
ら

人
口
は
２
８
０
０
人
程
度
減
少
し
て
い

る
。
こ
れ
だ
け
の
人
口
が
減
少
し
て
い

る
以
上
、
定
数
減
は
妥
当
で
あ
る
。
以

上
の
こ
と
か
ら
賛
成
す
る
。

米
の
危
機
打
開
を
は
か
る
た
め
に
政
府
が

米
需
要
に
責
任
を
持
ち
、
外
米
輸
入
の
拡

大
を
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　
　

　
　

     　
　
　

 

田
川　
　
晃  

議
員

　
米
の
需
要
混
乱
の
原
因
は
、
気
候
変

動
に
よ
る
米
収
穫
量
の
減
少
、
イ
ン
フ

レ
に
よ
る
供
給
力
低
下
等
々
複
合
的
に

絡
み
合
っ
て
生
じ
た
も
の
と
言
わ
れ
、

国
が
生
産
調
整
を
行
っ
た
こ
と
が
直
接

の
原
因
で
は
な
い
。
ま
た
ミ
ニ
マ
ム
ア

反
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　
　

　
　

     　
　
　

 

畠
中　
泰
子  

議
員

　
議
会
の
機
能
は
市
民
に
代
わ
り
市
民

反
対

ク
セ
ス
米
の
輸
入
は
国
際
交
渉
の
中
で

決
ま
っ
た
も
の
で
、
国
が
管
理
し
、
主

に
加
工
食
品
利
用
、
飼
料
用
や
海
外
援

助
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
ず
は
主
食
用
米
の
流
通
確
保
と
価

格
安
定
に
取
り
組
む
こ
と
が
危
機
打
開

の
た
め
に
今
一
番
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ
て
意
見
書
提

出
は
必
要
な
い
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

賛
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　
　

　
　

     　
　
　

 

畠
中　
泰
子  

議
員

　

今
、
米
農
家
が
半
分
以
下
と
な
り
、

水
田
面
積
も
減
少
し
て
い
る
。
主
食
で

あ
る
米
の
農
家
と
農
地
が
こ
こ
ま
で
崩

壊
し
て
い
る
の
は
重
大
な
問
題
で
あ

る
。
日
本
で
米
が
作
れ
る
の
に
ミ
ニ
マ

ム
ア
ク
セ
ス
米
77
万
ト
ン
を
毎
年
輸
入

し
つ
つ
、
国
内
の
農
家
に
減
反
、
減
産

を
押
し
つ
け
る
農
政
は
転
換
す
べ
き
で

あ
り
、
本
意
見
書
に
賛
成
し
、
二
戸
市

議
会
の
声
と
し
て
国
に
米
政
策
で
の
転

換
を
求
め
る
発
議
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
申
し
上
げ
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　
　

　
　

     　
　
　

 

沼
井　
賢
壮  

議
員

　

農
政
の
転
換
は
確
か
に
必
要
で
あ

り
、
今
ま
で
の
農
業
政
策
が
今
回
の
米

騒
動
の
歪
み
を
生
み
出
し
て
い
る
一
因

で
あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
現
農
水

相
は
米
農
政
に
関
し
て
改
革
に
着
手
す

る
と
言
っ
て
い
る
た
め
、
こ
ち
ら
を
見

守
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　
国
と
国
と
の
約
束
で
あ
る
ミ
ニ
マ
ム

ア
ク
セ
ス
米
を
、
一
個
人
の
意
見
で
二

戸
市
の
米
政
策
と
し
て
国
に
届
け
る
と

い
う
の
は
到
底
賛
成
し
か
ね
る
。
よ
っ

て
こ
の
発
議
に
反
対
す
る
。

反
対
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審 議 結 果 、 賛 否 の 公 表

審議結果

議案等 議　案　名　等 審議結果

議　案

  専決処分の承認を求めることについて
  　二戸市税条例の一部を改正する条例 承認（賛成多数）

  専決処分の承認を求めることについて
  　令和６年度二戸市一般会計補正予算（第 13 号） 承認（全員賛成）

  専決処分の承認を求めることについて
  　令和６年度二戸市土地区画整理事業特別会計補正予算（第６号）  承認（全員賛成）

  二戸市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例 可決（賛成多数）
  二戸市個人番号の利用等に関する条例の一部を改正する条例 可決（全員賛成）
  二戸市子ども、妊産婦及び重度心身障害者医療費給付条例の一部を改正する
  条例 可決（全員賛成）

  令和７年度二戸市一般会計補正予算（第２号） 可決（全員賛成）
  令和７年度二戸市土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号） 可決（全員賛成）

報　告   議員定数等調査検討特別委員会報告について 報告

発　議

  二戸市議会委員会条例の一部を改正する条例 可決（全員賛成）
  二戸市議会の議員の定数を定める条例等の一部を改正する条例 可決（賛成多数）
  米の危機打開をはかるために政府が米需要に責任を持ち、外米輸入の拡大を
  しないことを求める意見書 否決（賛成少数）

  「『二戸市の未来のために』人口減少対策に関する政策提言書」提出に関する
  決議 可決（全員賛成）

賛 否 の公表　採決で賛否が分かれた案件の結果です。

議　案　名　等
土
佐
野　
淳 

髙
村　
人
司

柴
田　
清
克

堀
野　
忠
教

菅
原　
規
正

戸
来　
守
和

國
分　
敏
彦

駒
木　
　
昇

田
川　
　
晃

沼
井　
賢
壮

小
田
島
行
伸

出
堀　
満
則

岩
崎　
敬
郎

新
畑　
鉄
男

畠
中　
泰
子

田
口　
一
男

内
沢　
真
申

田
代　
博
之

専決処分の承認を求めることについて
　二戸市税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 議 ○

二戸市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関
する基準を定める条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 議 ○

二戸市議会の議員の定数を定める条例等の一部を
改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 議 ○

米の危機打開をはかるために政府が米需要に責任
を持ち、外米輸入の拡大をしないことを求める意
見書

× × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ 議 ×

※議長は採決には加わりません。　※「議」は議長、「○」は賛成、「×」は反対

　　　　

　YouTube で、二戸市議会の
議論の様子を配信しています。
二戸市の「いま！」をタイム
リーに感じたい方は生（ライ
ブ）配信で、ゆっくりと好き
な時間に視聴したい方は録画
配信でどうぞ。　

チャンネル登録お願いします！チャンネル登録お願いします！

議会のネット中継は議会のネット中継は
　　↓ こちら ↓　　↓ こちら ↓　

議会のネット中継議会のネット中継

　９月定例会では、一般質問のほか、
決算や補正予算などについて審議が
行われます。

次回の定例会は
９月です！

★詳しい日程は二戸市議会ホームページで
ご確認いただくか、議会事務局まで
お問い合わせください。

（電話０１９５- ２３- １６８５）

「どうなる二戸？どうする二戸？」
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一 般 質 問一 般 質 問

11 人の議員が一般質問
田　口　一　男　議員　…………………  Ｐ９

１．農業施策に対する市の見解は

２．学校給食無償化と米飯給食の対応は

土佐野　　　淳　議員　…………………  Ｐ 10

１．二戸・八幡平の稲庭風力発電工事における環境保全に

　　ついて

２．子どもの肥満傾向について

３．中学校部活動拠点校方式の進捗状況と課題について

小田島　行　伸　議員　…………………  Ｐ 10

１．デジタル防災行政無線の聞こえ方に対する対策について

駒　木　　　昇　議員　…………………  Ｐ 11

１．株式会社カダルミライ経営並びに環境整備について

２．二戸市のフレックスタイム制度について

３．自殺予防対策について

畠　中　泰　子　議員　…………………  Ｐ 11

１．深刻な物価高騰に対する対策

２．減反・減産押しつけと農家激減、米の価格高騰

３．国保の資格確認書の発行

　一般質問は、議員が市政全般にわたり事業の執行状況
や考え方などを執行機関に質問するものです。

戸　来　守　和　議員　…………………  Ｐ６

１．今後の市政運営の展望と市長の今後について

堀　野　忠　教　議員　…………………  Ｐ７

１．浄法寺漆産業について

菅　原　規　正　議員　…………………  Ｐ７

１．相互関税について

２．物価高騰について

田　川　　　晃　議員　…………………  Ｐ８

１．避難所の福祉的支援について

２．ヤングケアラーの周知について

３．学校の空調管理について

國　分　敏　彦　議員　…………………  Ｐ８

１．プレミアム付き商品券の発行について

２．福岡高校・北桜高校の魅力化推進策と高校生の下宿等

　　の受け入れ推進策を

田　代　博　之　議員　…………………  Ｐ９

１．公民連携まち再生事業の重点地区４か所について

問

問答

答

戸来  守和  議員 

計
画
ど
お
り
に
着
手

で
き
な
か
っ
た
事
業

の
次
期
総
合
計
画
へ
の
引
継

ぎ
と
ま
ち
づ
く
り
へ
の
生
か

し
方
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

計
画
期
間
中
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
ま
ん
延
や
物
価

高
騰
な
ど
様
々
な
課
題
に
直

面
し
て
き
た
。
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
に
掲
げ
る
６
８
３
件

の
事
業
に
つ
い
て
は
概
ね
着

手
し
、
最
終
年
度
の
今
年
度

に
総
仕
上
げ
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
金
田

一
温
泉
、
九
戸
城
跡
、
天
台

寺
や
二
戸
駅
周
辺
区
画
整
理

事
業
に
つ
い
て
も
目
に
見
え

る
形
と
な
り
将
来
に
つ
な
が

る
土
台
づ
く
り
を
確
実
に
進

め
る
こ
と
が
出
来
た
と
感
じ

て
い
る
。

　
今
後
一
層
の
人
口
減
少
が

見
込
ま
れ
る
中
、
次
の
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
て
公
共
交
通

や
出
張
所
の
見
直
し
、
小
中

学
校
や
市
立
保
育
所
の
在
り

方
な
ど
、
事
業
の
選
択
と
集

中
あ
る
い
は
財
源
や
マ
ン
パ

ワ
ー
の
縮
小
を
見
据
え
た
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
が
必

要
と
な
っ
て
く
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
そ
し
て
、

さ
ら
に
伸
ば
す
事
業
と
し
て

地
域
の
強
み
の
漆
産
業
の
振

興
、
ま
ち
づ
く
り
の
核
と
な

る
地
区
の
ソ
フ
ト
面
の
強
化
、

明
治
維
新
の
始
ま
り
と
先
人

の
歴
史
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
、
子
育
て
支
援
の
充
実
、

健
康
づ
く
り
都
市
宣
言
に
係

る
取
組
の
継
続
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
、
産
業
技
術
短
期
大
学

校
の
誘
致
も
活
性
化
の
起
爆

剤
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
総

合
計
画
で
の
成
果
と
反
省
を

次
の
10
年
、
20
年
へ
と
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
を
前
提
と
し
、

社
会
情
勢
の
変
化
、
そ
し
て

そ
の
時
の
リ
ー
ダ
ー
の
想
い

が
反
映
さ
れ
た
次
期
総
合
計

画
が
作
ら
れ
る
も
の
と
考
え

る
。

次
期
市
長
選
挙
出
馬

の
検
討
は
さ
れ
て
い

る
か
伺
う
。

市
長　

今
は
総
合
計

画
後
期
基
本
計
画
の

総
仕
上
げ
を
は
じ
め
様
々
な

課
題
へ
の
対
応
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
い
ず
れ
し
か
る
べ
き
時

期
に
申
し
上
げ
た
い
。

次
期
総
合
計
画
は

人
口
減
少
に
対
応
し
た

持
続
可
能
な
計
画
が
必
要　

第二次総合計画の反省を今後のまちづくりに
活かしていく
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一 般 質 問一 般 質 問

問

問答

答

菅原  規正  議員 

相
互
関
税
が
及
ぼ
す

市
の
影
響
は
。

市
長　

市
内
の
製
造

業
を
中
心
に
聞
き
取

り
を
行
っ
た
が
、
一
部
の
事

業
者
を
除
き
、
生
産
し
て
い

る
商
品
を
直
接
輸
出
し
て
い

な
い
の
で
現
時
点
で
は
大
き

な
影
響
は
な
い
と
の
回
答
を

得
て
い
る
。
ま
た
、
直
接
商

品
を
輸
出
し
て
い
る
事
業
者

に
お
い
て
も
、
主
要
な
取
引

先
が
ア
メ
リ
カ
で
は
な
く
欧

州
や
ア
ジ
ア
へ
の
輸
出
が
中

心
で
あ
り
、
見
通
し
が
立
た

な
い
状
況
下
で
は
ア
メ
リ
カ

か
ら
他
国
へ
シ
フ
ト
し
て
い

く
と
い
っ
た
企
業
な
ど
も
あ

っ
た
。
今
回
の
聞
き
取
り
を

基
に
、
相
互
関
税
に
つ
い
て

ま
ず
は
国
同
士
の
交
渉
が
ま

と
ま
り
一
定
期
間
が
経
過
し

て
か
ら
影
響
が
出
て
く
る
と

思
わ
れ
る
の
で
、
今
後
も
市

内
企
業
と
の
情
報
共
有
を
密

に
し
な
が
ら
物
価
高
騰
対
策

の
支
援
事
業
を
進
め
て
い
く
。

新
た
に
日
本
政
策
金

融
公
庫
の
保
証
の
利

子
補
給
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

市
長　

昨
年
11
月
末

に
市
と
商
工
会
、
金

融
機
関
で
開
催
し
た
年
末
金

融
懇
談
会
に
お
い
て
、
日
本

政
策
金
融
公
庫
盛
岡
支
店
や

岩
手
県
信
用
保
証
協
会
二
戸

支
所
か
ら
事
業
所
を
取
り
巻

く
環
境
や
信
用
保
証
協
会
に

お
け
る
保
証
承
諾
件
数
等
の

状
況
、
政
策
金
融
公
庫
の
融

資
制
度
な
ど
に
つ
い
て
情
報

提
供
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

現
時
点
で
は
す
ぐ
に
利
子
補

給
先
を
拡
大
す
る
考
え
は
な

い
が
、
今
後
も
景
況
や
金
利

の
動
向
に
注
視
す
る
と
と
も

に
、
様
々
な
融
資
制
度
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
な
が
ら
、

金
融
機
関
、
商
工
会
等
と
情

報
を
共
有
し
市
の
支
援
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て
新
た
な

市
民
に
と
っ
て

良
い
商
品
で
あ
れ
ば
検
討
し
て
い
く　

二戸市ホームページの QR コード

く
。

市
民
が
分
か
り
や
す

い
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
今
後
作
成
し
て
い
く
の

か
。

市
長　

現
在
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
二

戸
市
補
助
金
等
一
覧
の
紹
介

ペ
ー
ジ
と
市
で
実
施
し
て
い

る
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活

用
し
た
事
業
の
紹
介
を
掲
載

し
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
作
成
に
つ
い
て
、
市
民
に

分
か
り
や
す
く
見
や
す
い
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
と
な
る
よ
う
引

き
続
き
工
夫
し
て
い
く
と
と

も
に
、
様
々
な
手
段
を
通
じ

て
情
報
が
伝
わ
る
よ
う
努
力

し
て
い
く
。

市
町
村
融
資
制
度
を
検
討
し
て
は
ど
う
か

問答
浄
法
寺
漆
の
生
産
目

標
は
。

市
長　

国
産
漆
は
、

平
成
27
年
に
文
化
財

に
使
用
す
る
こ
と
が
決
ま
っ

て
か
ら
急
激
に
状
況
が
一
変

し
、
現
在
は
全
国
の
漆
の
需

要
に
応
え
る
べ
く
、
漆
の
苗

木
の
生
産
拡
大
、
国
有
林
や

遊
休
農
地
な
ど
へ
の
漆
の
植

栽
、
漆
掻
き
を
目
指
す
方
の

育
成
等
、
漆
の
増
産
の
た
め

市
の
主
要
施
策
の
ひ
と
つ
と

し
て
位
置
付
け
て
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
昨
年
度

の
生
産
量
は
１
４
２
１
㎏
で
、

前
年
比
で
78
㎏
増
加
し
て
お

り
、
今
年
度
は
１
６
０
０
㎏

を
目
標
に
し
て
い
る
。

原
木
確
保
に
つ
い
て

伺
う
。

市
長　

作
業
効
率
の

高
い
直
径
15
㎝
前
後

の
原
木
が
不
足
し
て
い
る
こ

と
や
、
高
齢
化
に
よ
り
辞
め

ら
れ
る
方
も
予
想
さ
れ
て
お

り
、
原
木
確
保
と
新
た
な
人

浄
法
寺
漆
の
生
産
体
制
は

引
き
続
き
増
産

堀野  忠教  議員 
材
確
保
が
課
題
で
あ
り
調
整

が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
な

お
、
今
年
度
は
二
戸
地
域
及

び
三
八
圏
域
で
も
原
木
調
査

を
予
定
し
て
お
り
、
そ
の
調

査
本
数
も
今
後
加
算
さ
れ
る

見
込
み
で
あ
る
。

　
林
野
庁
岩
手
北
部
森
林
管

理
署
と
国
有
林
を
活
用
し
た

協
定
を
締
結
し
、
漆
苗
木
に

適
し
た
植
栽
地
を
提
供
頂
き
、

今
後
も
植
栽
密
度
に
関
す
る

検
証
等
も
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
今
年
度
導
入
す
る
漆
流
通

管
理
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
な

が
ら
、
協
議
の
中
で
適
正
な

需
要
量
と
生
産
流
通
の
把
握

に
努
め
、
引
き
続
き
増
産
に

積
極
的
に
取
り
組
み
な
が
ら

必
要
な
生
産
量
の
確
保
に
向

け
て
努
め
る
。

安
全
対
策
と
就
労
環

境
は
。

市
長　

熊
な
ど
に
遭

遇
し
な
い
た
め
の
対

策
と
し
て
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど

を
携
帯
し
音
に
よ
る
警
戒
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
爆
竹
の

使
用
や
撃
退
ス
プ
レ
ー
を
携

帯
す
る
職
人
の
方
も
い
る
。

丈
の
長
い
藪
や
足
跡
が
見
ら

れ
る
な
ど
危
険
と
判
断
さ
れ

る
場
所
は
無
理
に
近
寄
ら
ず

に
、
安
全
確
保
を
最
優
先
し

て
作
業
を
す
る
よ
う
指
導
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
漆
掻
き
職
人
の

方
々
が
定
住
を
続
け
る
た
め

の
住
居
の
問
題
に
も
早
急
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、
冬

期
間
に
は
職
人
ご
と
の
希
望

に
沿
っ
た
就
労
を
促
す
な
ど
、

職
人
の
安
定
し
た
収
入
確
保

と
生
産
量
確
保
を
最
優
先
に

取
り
組
む
。

答 問

 滴生舎敷地内に整備された鍛冶工房

答 問

問答
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一 般 質 問一 般 質 問

問答
災
害
時
の
避
難
行
動

要
支
援
者
に
係
る
個

別
避
難
計
画
の
状
況
と
、
避

難
所
で
の
生
活
が
困
難
な
場

合
の
支
援
は
。

市
長　
個
別
避
難
計
画

は
、
避
難
行
動
要
支

援
者
名
簿
の
情
報
に
基
づ
き
、

要
支
援
者
１
人
１
人
に
対
し

て
居
住
者
か
ら
最
も
近
い
避

難
所
を
指
定
し
、
避
難
経
路

や
避
難
支
援
者
等
を
定
め
た

計
画
を
策
定
す
る
。

　
在
宅
で
の
避
難
や
車
中
泊

を
選
択
せ
ざ
る
を
得
な
い
場

合
は
、
で
き
る
限
り
避
難
所

の
避
難
者
と
同
様
に
支
援
を

行
え
る
よ
う
努
め
る
。 

一
般
成
人
に
対
す
る

「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」

の
周
知
方
法
は
。

市
長　
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
浄
法
寺
総
合
支

所
に
お
い
て
ポ
ス
タ
ー
及
び

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
掲
示
・
配
架

す
る
と
と
も
に
、
市
役
所
本

庁
舎
に
お
い
て
も
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
ネ
ー
ジ
で
発
信
し
て
い

い
る
。学

校
に
お
け
る
エ
ア

コ
ン
使
用
開
始
時
期

や
設
定
温
度
、
操
作
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
は
あ
る
の
か
、
ま

た
児
童
生
徒
の
意
見
は
反
映

さ
れ
る
の
か
。

教
育
長　

文
部
科
学

省
策
定
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
基
づ
き
、
令
和
２
年
に

教
育
委
員
会
に
お
い
て
エ
ア

コ
ン
の
使
用
基
準
を
定
め
、

使
用
期
間
は
概
ね
６
月
か
ら

９
月
ま
で
と
し
、
温
度
が
28

度
以
下
に
な
る
よ
う
使
用
す

る
。
児
童
生
徒
の
体
調
や
学

習
環
境
な
ど
を
考
慮
し
、
状

況
に
応
じ
て
柔
軟
に
エ
ア
コ

ン
が
利
用
で
き
る
よ
う
今
年

度
見
直
し
を
行
っ
た
。

る
。

　
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
公
共

施
設
で
の
掲
示
や
関
連
イ
ベ

ン
ト
等
で
配
付
す
る
と
と
も

に
、
民
生
委
員
や
保
健
委
員

等
の
会
議
の
際
に
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
の
概
念
や
相
談
窓
口

に
つ
い
て
説
明
し
、
認
知
度

向
上
に
努
め
る
。

昨
年
行
っ
た
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
の
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
に
対
す
る
教
育
長

の
見
解
と
、
学
校
授
業
で
の

取
り
組
み
は
。

教
育
長　

ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
に
対
す
る
認

知
度
が
低
い
状
況
で
あ
る
と

感
じ
、
子
供
た
ち
の
不
安
や

悩
み
に
早
く
気
づ
き
、
必
要

な
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

大
事
で
あ
る
。

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
個
別

に
取
り
上
げ
た
授
業
は
行
っ

て
な
い
が
、
児
童
生
徒
の
発

達
段
階
に
合
わ
せ
担
任
が
趣

旨
を
説
明
の
上
、
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
等
の
資
料
を
配
付
し
て

猛暑の中でも、快適な環境で
学習しています。

　

学
校
の
エ
ア
コ
ン
の
使
用
状
況
は

柔
軟
に
利
用
で
き
る
よ
う

　
　
　

今
年
度
見
直
し
を
行
っ
た 

問答

答
田川  　晃  議員 

問

問答
物
価
高
騰
の
影
響
で

二
戸
市
内
の
個
人
消

費
は
落
ち
込
ん
で
い
る
と
考

え
る
が
、
市
長
は
今
の
個
人

消
費
状
況
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。
ま
た
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行
す
る

考
え
が
あ
る
の
か
。

市
長　

二
戸
市
内
に

お
い
て
、
事
業
者
・

商
工
会
か
ら
の
聞
き
取
り
で

は
昨
年
10
月
の
最
低
賃
金
の

引
上
げ
等
を
背
景
に
緩
や
か

に
賃
上
げ
が
進
ん
で
い
る
た

め
、
市
民
の
家
計
へ
の
負
担

は
大
き
い
と
推
測
し
て
い
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事

業
は
、
一
定
程
度
個
人
消
費

の
下
支
え
に
つ
な
が
っ
た
と

考
え
て
い
る
が
、
課
題
も
多

く
、
購
入
し
た
い
人
に
行
き

届
か
な
か
っ
た
、
商
品
券
を

使
え
る
店
舗
を
も
っ
と
増
や

す
必
要
が
あ
っ
た
、
消
費
者

還
元
分
の
経
費
の
ほ
か
、
事

業
の
委
託
事
務
経
費
が
多
く

か
か
っ
た
、
財
源
・
運
営
主

体
を
ど
う
す
る
の
か
等
の
反

省
点
も
あ
げ
ら
れ
た
。
経
済

情
勢
に
注
視
し
な
が
ら
必
要

な
支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

よ
り
多
く
の
中
学
生

に
福
岡
高
校
・
北
桜

高
校
に
通
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
、
理
科
系
ゲ
ー
ム
系
の

学
科
等
の
特
色
あ
る
対
策
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
が
ど
う
か
。
ま
た
市
内

下
宿
生
は
何
人
い
る
の
か
、

下
宿
生
へ
の
補
助
は
あ
る
の

か
伺
う
。市

長　

令
和
７
年
入

学
者
数
は
、
福
岡
高

校
定
員
１
６
０
名
に
対
し
82

名
、
北
桜
高
校
機
械
シ
ス
テ

ム
科
40
名
に
対
し
23
名
・
電

気
情
報
シ
ス
テ
ム
科
14
名
で

い
ず
れ
も
定
員
を
割
り
込
む

状
況
と
な
っ
て
い
る
。

問 地
元
高
校
の
魅
力
化
推
進
策

と
下
宿
受
け
入
れ
推
進
策
に

つ
い
て

國分  敏彦  議員 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の

お
金
も
無
い
、
課
題
も
解
決
し
て
い
な
い
の
で

発
行
は

　
令
和
３
年
か
ら
広
報
に
よ

る
高
校
紹
介
の
連
載
、
中
学

生
の
課
題
研
究
発
表
会
へ
の

参
加
探
求
後
援
会
の
開
催
、

ポ
ス
タ
ー
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

作
成
な
ど
の
補
助
に
よ
り
、

魅
力
を
市
内
外
へ
発
信
を
す

る
と
と
も
に
通
学
費
補
助
を

実
施
し
生
徒
確
保
に
努
め
て

き
た
。
校
舎
の
改
築
の
要
望

も
し
て
い
る
。

　
下
宿
生
は
２
名
で
、
生
徒

の
保
護
者
に
対
し
て
月
額

１
万
円
を
補
助
し
て
い
る
。

下
宿
生
の
受
け
入
れ
先
へ
の

補
助
は
し
て
い
な
い
。

魅力化推進に取り組んでいる福岡高校と
北桜高校

答

問答

実
施
に
踏
み
切
れ
な
い
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一 般 質 問一 般 質 問

問答

田代  博之  議員 

金
田
一
温
泉
周
辺
地

区
の
カ
ダ
ル
テ
ラ
ス

経
営
状
況
は
。
賑
わ
い
創
出

や
地
域
産
業
と
の
連
携
は
進

ん
で
い
る
の
か
。

市
長　

令
和
７
年
５

月
現
在
で
は
手
持
ち

資
金
が
計
画
に
沿
っ
て
推
移

し
て
お
り
財
務
体
質
の
改
善

が
図
ら
れ
て
き
て
い
る
。
令

和
７
年
か
ら
は
返
済
を
開
始

し
な
が
ら
黒
字
化
を
目
指
す
。

賑
わ
い
創
出
に
つ
い
て
は
プ

ー
ル
や
デ
ッ
キ
を
併
せ
た
景

観
な
ど
四
季
折
々
の
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
す
る
な
ど
し
て
事

業
者
の
出
店
や
果
樹
園
と
の

連
携
を
広
げ
て
地
域
全
体
の

魅
力
向
上
と
集
客
を
進
め
て

い
く
。九

戸
城
周
辺
地
区
で

昨
年
末
に
石
沢
舘
北

側
か
ら
想
定
外
の
石
垣
が
み

つ
か
っ
た
が
対
応
は
。
ま
た

荷
渡
に
移
転
す
る
裁
判
所
跡

地
利
用
の
考
え
は
。「
田
中

舘
愛
橘
博
士
ゆ
か
り
の
家
」

は
ど
の
よ
う
な
使
わ
れ
方
で

管
理
運
営
は
ど
の
よ
う
な
想

定
を
し
て
い
る
か
。

市
長　

石
沢
舘
の
石

垣
に
つ
い
て
は
史
跡

九
戸
城
跡
整
備
委
員
会
、
文

化
庁
、
県
教
委
の
指
導
で
調

査
計
画
を
策
定
し
て
か
ら
実

施
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
裁
判
所
は
令
和
８
年
度
中

に
移
転
予
定
で
跡
地
に
つ
い

て
は
歴
史
に
関
す
る
施
設
に

活
用
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
考
え
て
い
る
。

　
「
ゆ
か
り
の
家
」
周
辺
は

相
馬
大
作
、
会
輔
社
な
ど
明

治
維
新
に
繋
が
る
人
物
や
名

跡
が
あ
る
地
域
で
あ
り
散
策

の
際
の
案
内
、
休
憩
、
博
士

の
功
績
の
概
要
を
展
示
し
て

シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
へ
の
誘

導
を
考
え
て
い
る
。
管
理
や

清
掃
業
務
は
地
元
に
お
願
い

し
た
い
。天台

寺
周
辺
地
区
で

の
次
の
計
画
は
。

市
長　

２
０
２
８
年

の
開
山
１
３
０
０
年

に
む
け
ア
ジ
サ
イ
植
栽
１
万

公
民
連
携
ま
ち
再
生
事
業
の

施
設
を
活
用
し
て
新
し
い
魅
力
や

地
域
力
を
高
め
て
い
く
過
程
が
大
切
で
あ
る

答

問

答

本
目
指
し
て
い
る
。
漆
に
つ

い
て
は
一
貫
生
産
体
制
の
構

築
を
目
指
し
て
進
め
て
き
て

い
る
。
収
蔵
庫
に
展
示
ス
ペ

ー
ス
を
設
け
て
今
年
中
に
オ

ー
プ
ン
す
る
。

駅
周
辺
地
区
で
は
駅

東
口
の
ロ
ー
タ
リ
ー

が
ほ
ぼ
完
成
し
た
よ
う
だ
が
、

残
っ
て
い
る
所
と
使
用
規
則

な
ど
を
伺
う
。

市
長　

イ
ベ
ン
ト
広

場
を
残
し
て
い
る
。

お
ば
し
川
整
備
を
経
て
令
和

９
年
度
に
完
成
す
る
。
県
の

管
理
部
分
は
道
路
法
に
基
づ

き
、
市
の
管
理
部
分
は
要
綱

等
を
定
め
て
い
て
利
用
可
能

で
あ
る
。

重
点
地
区
４
か
所
の
取
組
み
は

問答

問

問答
農
業
政
策
の
失
敗
が
今

日
の
米
価
高
騰
を
招
い

た
も
の
で
あ
る
。
当
市
の
農

業
人
口
も
減
少
し
、
市
の
人

口
減
少
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。

後
継
者
の
育
成
、
維
持
に
市

と
し
て
も
取
り
組
む
べ
き
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
価
格
保

障
、
所
得
補
償
を
推
し
進
め

る
対
策
を
国
に
強
く
働
き
か

け
る
べ
き
と
思
う
が
い
か
が

か
。

市
長　
市
の
農
業
従
事

者
は
10
年
間
で
８
８
７

人
減
少
し
、
平
均
年
齢
は
２・

５
歳
高
く
な
り
、
市
の
人
口

減
少
と
同
様
の
傾
向
が
見
ら

れ
る
。
農
業
を
基
幹
産
業
と

位
置
付
け
る
二
戸
市
に
と
っ

て
後
継
者
の
育
成
や
確
保
に

つ
い
て
は
最
優
先
で
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国

の
事
業
で
初
期
投
資
や
不
安

定
な
経
営
に
対
し
て
支
援
し

て
い
る
。
ま
た
、
機
械
や
設

備
導
入
に
よ
る
支
援
も
実
施

米
価
高
騰
と
農
業
政
策
は

所
得
補
償
・
価
格
保
障
を

田口   一男 議員 
し
て
い
る
。
国
に
対
し
て
所

得
補
償
、
価
格
保
障
を
要
請

す
る
こ
と
は
県
や
東
北
、
全

国
市
長
会
で
も
強
く
要
望
し

て
い
る
。学

校
給
食
無
償
化
は

県
内
で
も
、
全
国
で
も

か
な
り
進
ん
で
お
り
、
こ
の

様
な
動
き
が
令
和
８
年
度
か

ら
全
国
給
食
無
償
化
、
中
学

校
に
つ
い
て
も
で
き
る
だ
け

速
や
か
に
実
現
の
方
向
で
検

討
さ
れ
て
い
る
と
の
報
道
に

繋
が
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
、
諸
物
価
高
騰

の
中
、
米
の
値
上
が
り
に
よ

る
給
食
費
へ
の
影
響
に
つ
い

て
伺
う
。教

育
部
長　

今
年
２

月
の
国
会
で
学
校
給

食
無
償
化
に
つ
い
て
議
論
さ

れ
、
ま
ず
は
小
学
校
に
つ
い

て
令
和
８
年
度
に
、
中
学
校

も
で
き
る
限
り
速
や
か
に
実

現
す
る
と
い
う
国
の
方
針
が

示
さ
れ
た
が
、
詳
細
に
つ
い

て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な

い
。
二
戸
市
の
給
食
費
に
つ

い
て
は
、
令
和
６
年
度
に
値

上
げ
し
た
こ
と
と
、
献
立
や

調
理
上
の
工
夫
で
対
応
で
き

て
い
る
。
精
米
の
確
保
は
現

契
約
の
納
入
期
限
が
10
月
末

ま
で
な
の
で
、
今
の
と
こ
ろ

は
め
ど
は
立
っ
て
い
る
。
給

食
に
は
二
戸
市
産
米
を
提
供

し
て
き
た
が
、
令
和
７
年
度

の
入
札
で
は
確
保
で
き
ず
、

岩
手
県
産
米
で
入
札
し
て
い

る
。

答 問

二戸市内の水田地帯

会
輔
社
の
教
場
と
な
っ
た
槻
蔭
舎

全
国
市
長
会
で
要
望
し
て
い
る
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一 般 質 問

問答
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政

無
線
が
整
備
さ
れ
た

が
今
で
も
聞
き
取
り
に
く
い

と
い
う
声
が
あ
る
。
無
線
の

聞
こ
え
方
に
対
し
て
、
市
民

の
声
を
広
く
集
め
る
た
め
の

仕
組
み
作
り
が
必
要
と
考
え

る
が
見
解
を
伺
う
。

市
長　
防
災
行
政
無
線

の
聞
こ
え
方
に
対
し

て
は
、
個
別
に
相
談
を
受
け

て
現
場
確
認
や
機
器
の
調
整

を
行
う
他
、
相
談
さ
れ
た
方

に
は
防
災
ラ
ジ
オ
を
貸
し
出

し
て
放
送
を
聞
く
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
。

併
せ
て
電
子
メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
も
文
字
情
報
を
送
り
、

様
々
な
方
法
で
情
報
を
取
得

し
て
も
ら
う
よ
う
周
知
を
図

っ
て
い
る
。

　
相
談
を
受
け
る
中
で
、
無

線
が
聞
き
取
り
に
く
い
地
域

も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て

も
防
災
ラ
ジ
オ
が
基
本
で
は

あ
る
が
、
並
行
し
て
設
置
業

者
や
保
守
点
検
業
者
と
現
状

確
認
や
対
応
策
に
つ
い
て
協

議
を
行
っ
て
い
る
。

　
無
線
の
聞
こ
え
方
に
特
化

し
た
声
を
集
め
る
仕
組
み
は

な
い
が
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
活
用
し
た
い
。

防
災
無
線
の
放
送
内

容
に
つ
い
て
も
聞
き

取
り
に
く
い
と
い
う
声
が
あ

る
。
放
送
が
ど
の
よ
う
に
聞

き
取
り
に
く
い
か
の
把
握
も

必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　

防
災
無
線
は

有
事
の
際
に
、
し
っ

か
り
と
し
た
情
報
を
伝
え
る

事
が
出
来
る
よ
う
イ
ベ
ン
ト

情
報
は
極
力
控
え
て
い
る
。

長
文
に
な
る
と
反
響
で
聞
き

取
り
づ
ら
く
な
る
た
め
端
的

に
放
送
す
る
よ
う
に
し
て
い

る
。
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
い
機

械
音
声
も
利
用
し
て
き
た
が
、

機
械
音
声
が
聞
き
取
り
に
く

い
と
の
声
も
あ
る
の
で
肉
声

市民に重要な情報を伝えるデジタル
防災無線

防
災
無
線
の
聞
こ
え
方
に

市
民
か
ら
の
声
を
頂
く

仕
組
み
を
活
用
し
て
い
く

問答

対
す
る
対
策
は

を
交
え
な
が
ら
、
よ
り
良
い

方
法
を
模
索
し
運
用
し
て
い

く
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

防
災
無
線
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
放
送
内
容
の
紹
介
や

防
災
ラ
ジ
オ
の
貸
し
出
し
も

報
じ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
無

線
が
聞
き
取
り
に
く
い
方
の

声
を
届
け
る
よ
う
に
工
夫
は

で
き
な
い
も
の
か
。

総
務
部
長　

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
全
体
を
管
理

し
て
い
る
情
報
企
画
課
と
防

災
担
当
課
の
方
で
相
談
を
さ

せ
て
頂
き
た
い
。

問答

小田島  行伸  議員 

問答

土佐野  淳  議員 
上
回
り
男
子
の
８
歳
と
12
歳
、

女
子
の
６
歳
と
13
歳
は
、
全

国
で
一
番
の
出
現
率
で
あ
る
。

本
市
の
肥
満
傾
向
に
あ
る
児

童
生
徒
の
出
現
率
は
ど
う
な

の
か
。
そ
の
解
消
に
向
け
た

取
組
は
。教育

長　

市
の
出
現

率
を
全
国
と
比
較
す

る
と
、
全
て
の
学
年
で
上
回

っ
て
お
り
小
学
３
年
生
と
中

学
２
年
生
が
最
も
上
回
っ
て

い
る
。
学
校
で
は
、
生
活
リ

ズ
ム
点
検
、
業
間
マ
ラ
ソ
ン

や
縄
跳
び
、
部
活
動
で
の
体

力
づ
く
り
な
ど
運
動
や
生
活

習
慣
へ
の
意
識
づ
け
を
行
っ

て
い
る
。市長　

肥
満
予
防
は
、

幼
児
期
か
ら
の
取
組

が
大
切
で
あ
り
乳
児
健
診
時

に
保
健
指
導
や
食
事
指
導
を

行
っ
て
い
る
。

12
月
議
会
の
教
育
長

の
答
弁
で
、
学
校
単

位
の
部
活
動
だ
け
で
は
な
く

二
戸
・
八
幡
平
の
稲

庭
風
力
発
電
工
事
で

生
態
系
へ
の
影
響
は
出
な
い

の
か
。
そ
の
根
拠
も
伺
う
。

市
長　

稲
庭
風
力
発

電
事
業
は
、
環
境
影

響
評
価
に
基
づ
き
事
前
の
調

査
が
行
わ
れ
た
。
安
比
川
へ

の
濁
水
流
入
対
策
は
、
造
成

に
先
行
し
て
側
溝
及
び
沈
砂

池
工
事
を
行
い
、
降
雨
時
の

濁
水
流
出
を
低
減
す
る
こ
と
。

沈
砂
池
内
の
堆
積
物
を
定
期

的
に
除
去
す
る
こ
と
。
強
雨

時
に
は
環
境
監
視
を
実
施
す

る
な
ど
、
環
境
保
全
措
置
を

講
ず
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

環
境
影
響
評
価
は
、
環
境
省

の
審
査
を
受
け
て
お
り
生
態

系
及
び
環
境
へ
の
影
響
は
最

小
限
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

令
和
６
年
度
学
校
保

健
統
計
調
査
で
は
、

肥
満
傾
向
に
あ
る
本
県
の
子

供
の
割
合
が
５
歳
～
17
歳
の

男
女
全
年
代
で
全
国
平
均
を

生
態
系
及
び
環
境
へ
の
影
響
は

最
小
限
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

河
川
へ
の
影
響
に
つ
い
て
伺
う

二
戸
・
八
幡
平
の
稲
庭
風
力
発
電
工
事
に
お
け
る

拠
点
校
方
式
の
検
討
を
進
め

る
と
の
話
が
あ
っ
た
。
拠
点

校
方
式
の
進
捗
状
況
と
課
題

は
。

教
育
長　

新
人
大
会

か
ら
拠
点
校
方
式
の

施
行
を
目
指
し
た
が
、
年
度

途
中
で
チ
ー
ム
登
録
の
変
更

が
で
き
な
い
こ
と
や
、
地
区

内
の
他
校
と
合
同
チ
ー
ム
を

つ
く
れ
な
い
こ
と
が
課
題
と

な
っ
た
。
本
年
度
は
、
中
総

体
に
向
け
て
拠
点
校
方
式
の

登
録
を
し
た
チ
ー
ム
は
な
く
、

新
人
大
会
も
現
状
の
部
活
動

体
制
で
参
加
す
る
こ
と
に
な

る
。

問

答問 答

答稲
庭
高
原
に
立
つ
風
力
発
電
風
車
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問答
自
殺
者
の
現
状
と
対

応
は
。

市
長　

人
口
10
万
人

当
た
り
の
自
殺
者
数

を
表
す
死
亡
率
は
、
数
年
は

ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
い

る
も
の
の
、
国
や
県
と
比
較

す
る
と
、
依
然
と
し
て
高
い

傾
向
に
あ
る
。
令
和
５
年
に

お
い
て
は
37
・
５
と
全
国
の

17
・
４
、
県
の
20
・
０
よ
り

も
高
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
。

　
市
と
し
て
は
「
誰
も
自
殺

に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
が
な

い
『
生
き
心
地
の
良
い
二

戸
市
』」
の
実
現
を
目
指
し
、

地
域
の
実
情
に
即
し
た
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
自
殺

の
原
因
は
複
雑
な
要
因
が
関

係
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
家

庭
環
境
や
生
活
状
況
を
継
続

的
に
把
握
し
、
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
、
相
談
者
や

そ
の
家
族
に
寄
り
添
っ
た
支

援
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
。
自
殺
未
遂
者

や
自
死
遺
族
へ
の
家
庭
訪
問

を
進
め
支
援
に
努
め
る
。

二
戸
市
の
フ
レ
ッ
ク

ス
タ
イ
ム
制
度
の
検

討
は
。市

長　

制
度
の
導
入

に
つ
い
て
具
体
的
な

検
討
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、

国
及
び
県
、
他
自
治
体
等
の

動
き
を
注
視
し
、
情
報
収
集

等
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
職
員
の
心
身
の
健
康

の
保
持
、
公
務
効
率
の
向
上

の
た
め
に
も
働
き
方
改
革
の

推
進
は
重
要
な
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
人
材
確

保
の
観
点
か
ら
も
柔
軟
な
働

き
方
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

各
種
制
度
の
導
入
は
効
果
の

高
い
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
課
題
も
あ
り
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
防
ぎ

つ
つ
よ
り
慎
重
な
検
討
が
必

要
な
も
の
と
も
捉
え
て
い
る
。

株
式
会
社
カ
ダ
ル
ミ

ラ
イ
の
施
設
の
有
効

駒木   昇  議員 

一 般 質 問

自
殺
予
防
対
策
の
取
り
組
み
状
況
は

「
二
戸
市
い
の
ち
支
え
る
自
殺
対
策
計
画
」

活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

本
年
度
よ
り

新
た
に
実
施
す
る
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
型
の
産
後
ケ
ア

事
業
は
、
宿
泊
施
設
の
空
き

部
屋
を
活
用
し
、
関
係
機
関

の
ご
協
力
の
下
、
開
始
し
た
。

内
容
は
産
後
１
年
以
内
の
母

親
及
び
乳
児
で
、
助
産
師
が

柱
と
な
り
保
育
士
、
保
健
師
、

管
理
栄
養
士
が
ケ
ア
内
容
に

応
じ
て
対
応
す
る
。
施
設
の

活
用
に
つ
い
て
は
、
様
々
な

取
り
組
み
も
検
討
し
て
い
く
。

問答

地域の健康教室「一戸病院精神科医師による

問答
農
政
の
転
換
、
ゆ
と

り
あ
る
需
給
計
画
で

増
産
、
農
家
へ
の
所
得
保
障

と
価
格
補
償
、
農
業
予
算
増

額
を
国
に
求
め
る
べ
き
で
は
。

市
長　

市
で
は
、
こ

れ
ま
で
市
内
生
産
者

に
国
の
生
産
目
安
を
基
に
し

た
主
食
用
米
の
作
付
面
積
を

示
し
て
き
た
。
本
市
の
特
徴

で
あ
る
複
合
営
農
を
よ
り
支

援
す
る
た
め
水
田
活
用
交
付

金
を
活
用
し
、
所
得
確
保
を

目
指
し
な
が
ら
、
今
後
予
定

さ
れ
て
い
る
国
の
政
策
転
換

を
踏
ま
え
、
国
や
県
等
と
連

携
を
図
り
、
持
続
可
能
な
農

業
経
営
に
つ
な
が
る
よ
う
支

援
し
て
い
く
。

深
刻
な
物
価
高
騰
に

ト
ラ
ン
プ
関
税
が
追

い
打
ち
を
か
け
、
暮
ら
し
と

営
業
へ
の
不
安
が
増
す
ば
か

り
。
国
に
対
策
を
求
め
る
と

と
も
に
緊
急
に
市
独
自
の
対

問 物
価
高
騰
対
策

市
の
水
田
農
業
を

持
続
的
な
農
業
経
営
に

答

ど
う
守
っ
て
い
く
考
え
か　

　
　
つ
な
が
る
支
援
を
し
て
い
く

国
保
の
資
格
確
認
書
の
発
行

畠中   泰子 議員 

答

策
が
必
要
で
は
。

市
長　

米
国
の
関
税

措
置
に
関
し
て
は
両

国
政
府
間
の
交
渉
状
況
を
注

視
し
つ
つ
、
市
内
企
業
と
の

情
報
交
換
を
密
に
し
、
現
在

取
り
組
ん
で
い
る
物
価
高
騰

対
策
支
援
事
業
を
着
実
に
進

め
て
い
く
。

　
重
点
支
援
地
方
交
付
金
は

当
市
に
約
１
６
０
０
万
円
の

交
付
限
度
額
（
配
分
額
）
の

通
知
が
あ
り
、
支
援
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
る
。

教
育
長　

就
学
援
助

制
度
で
は
、
準
要
保

護
は
生
活
保
護
基
準
の
１
・

３
倍
以
下
の
世
帯
を
認
定
基

準
と
し
、
支
援
額
も
必
要
な

改
定
を
行
い
運
用
し
て
お
り
、

現
在
の
基
準
で
就
学
困
難
を

回
避
す
る
支
援
が
で
き
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

本
市
も
東
京
都
渋
谷

区
と
世
田
谷
区
の
よ

う
に
、
国
民
健
康
保
険
加
入

者
全
員
に
資
格
確
認
書
を
交

付
し
、
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に

防
止
す
る
対
策
を
講
じ
る
べ

き
で
は
。市長　

当
市
は
マ
イ

ナ
保
険
証
の
利
用
率

は
36
・
３
％
と
全
国
平
均

31
・
５
％
を
上
回
っ
て
い
る

中
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な

く
円
滑
に
運
用
が
で
き
て
お

り
、
今
後
も
制
度
の
周
知
、

丁
寧
な
説
明
を
心
が
け
て
い

く
。

米づくりと農業を守ろう。
７月下旬、下斗米地区の水田。

答問

を
策
定
し
取
り
組
ん
で
い
る

問

答

こころの健康講話」
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意 見 交 換 会

特   集特   集 意見交換会レポート

『二戸について
　なんでも話そう！』

　この意見交換会は、市政前進のため

に市民の皆さまから幅広くご意見をい

ただき、それを市民の声として政策

に反映し市政に届けることを目的にス

タートしました。

　第１回目は御返地・足沢地区の住民

の方々を中心に、新しくなった施設で

という想いから御返地防災センターで

の開催となりました。

　議長から本年度予算の説明があった

後、３常任委員長からの議会活動報告、

議員定数削減を実施した議員定数等調

査検討特別委員会の活動報告を行い、

約 40 分間、御返地・足沢地区の住民

の皆様と意見交換を行いました。

  地域の悩みとして出されたのは、老

朽化した道路や橋梁についてのこと、

除排雪問題のこと、漆を育ててもなか

なか発育が悪いのでどうすればよいか

など、その地域特有の問題提起や、もっ

と人口減少だけでなく減少を食い止め

る施策展開を求める意見などが出さ

れ、大変有意義な意見交換会でありま

した。

　８月 26 日（火）には浄法寺地区

で開催、10 月には金田一や上斗米（ 

根森）地区でも開催予定です。たくさ

んのご来場と皆様のご意見をいただき

たいと思いますので、宜しくお願いい

たします。

　７月９日に、今年３月に新築となった御返地防災センター
にて、広聴部会主催の意見交換会～二戸についてなんでも話
そう！～を開催しました。

 な お、 意 見 交 換 会
の 様 子 は、 市 議 会
YouTube チ ャ ン ネ
ルで公開いたしますの
で、ぜひご覧ください。
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政 務 活 動 執 行 状 況

　政務活動費は、議員が調査研究や研修、広聴広報、市民相談など
の活動を行う際の経費として交付されるもので、当市では議員１人
当たり月１万円、年間 12 万円が交付されました。
　令和６年度の各議員の執行状況は下記のとおりです。

※支出の内訳のうち、「人件費」、「会議費」は支出実績がなかったため記載していません。
※交付額 12 万円を超える支出額は、自己負担となります。
※実支出額が 12 万円に満たない場合は、残金を市に返還しています。

令和６年度  令和６年度  
政務活動費政務活動費

執行状況執行状況

　政務活動費の収支一覧は市議会ホームページにも掲載しています。

　収支報告書等の閲覧を希望する場合は所定の手続きが必要となりますので、議会事

務局までお問い合わせください。

議 員 名 実支出額
支　出　の　内　訳

調査研究費 研修費 広報費 広聴費 要請・陳情
活動費 資料作成費 資料購入費 事務所費

土佐野　淳 138,952 138,952

髙村　人司 120,980    23,102 67,680 16,448 13,750

柴田　清克 299,554 2,295     34,173 172,436   90,650  

堀野　忠教 72,945    33,788 39,157

菅原　規正 145,033 2,295 88,788 39,157 23,793

戸来　守和 72,945 33,788 39,157

國分　敏彦 69,592      4,860 64,732

駒木　　昇 103,013    72,070 18,991     11,952

田川　　晃 137,310   2,295     83,385  51,630

沼井　賢壮 141,543     15,400 33,788 39,557 44,496 8,302

小田島 行伸 120,945        33,788 39,157 48,000

出堀　満則 73,045 33,788 39,257

岩崎　敬郎 135,184     120,000     15,184

新畑　鉄男 67,680 67,680

畠中　泰子 204,986 6,910 82,486 115,590

田口　一男 147,285 140,600 6,685

内沢　真申 39,157 39,157

田代　博之 33,788 33,788

（単位：円）

特   集特   集
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　 　 表 彰 、 政 策 提 言 、 活 動 報 告

議会活動の報告議会活動の報告
(5 月から７月）(5 月から７月）

５月
　  ２日
　　 ○閉会中の総務常任委員会
　  ８日
　　 ○議員定数等調査検討特別委員会
　15 日
　　 ○議員全員協議会
 　16 日
　　 ○閉会中の総務常任委員会　　
　22 日
　　 ○議員定数等調査検討特別委員会
　23 日
　　 ○カシオペア連邦議会議員協議会
　　　 監査・役員会
　29 日
　　 ○議員全員協議会

　　 ○会派代表者会議
　　 ○広聴広報委員会　広報部会
　　 ○広聴広報委員会　　
７月
　  ９日
　　 ○ 二戸市議会と市民との意見交換会
　10 日
　     ○令和７年度カシオペア連邦議会
　　　 議員協議会総会及び研修会
　15 日
　　 ○議員全員協議会
　　 ○会派代表者会議
　　 ○広聴広報委員会　広報部会
　22 日
　　 ○広聴広報委員会　広聴部会
　29 日
　　 ○二戸市・三戸町・田子町議会議員
　　　協議会役員会・監査会　

　　 ○議員定数等調査検討特別委員会
　　 ○広聴広報委員会　広聴部会
　　 ○広聴広報委員会
　30 日
　　 ○閉会中の総務常任委員会   
６月
　 ６日
　     ○議会運営委員会
　９日
　　 ○広聴広報委員会　広聴部会
　10 日～ 24 日
　　 ○６月定例会
　18 日
　　 ○市政調査会役員会
　24 日
　　 ○議会運営委員会
　　 ○議員全員協議会
　　 ○市政調査会総会

長年の功績を称え表彰長年の功績を称え表彰

　★特別表彰★
議員在職 30 年以上

岩崎　敬郎　議員

　5 月 20 日に開催された第 101 回全国市議会議長会定期総会で、本市議会から２名の
議員が表彰されました。

※合併前の町村議員としての在職年数は、２分の１を市議会議員在職年数に通算しています。

　★特別表彰★
議員在職 30 年以上

田口　一男　議員

政策提言書を提出政策提言書を提出

沼井賢壮総務常任委員長から内沢真申議長に

政策提言書が手渡されました。

内沢真申議長から藤原淳市長に政策提言書が

手渡されました。　　　  令和７年６月 24 日

　政策立案等に関する指針に基づき、総務常任委員会は「『二戸市の未来のために』人口減少
対策に関する政策提言書」提出の発議を行い、可決されました。
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ク イ ズ 、 ご 意 見 、 編 集 後 記

　議会だより編集委員の２年任期の改選を迎えます。

　この間、議会だよりを通じて、どうしたら市民の皆

さんが議会に目を向けてくれるか、皆さんに関心を向

けてもらえるよう構成に力を注いだ期間でした。

　議会だよりの編集に携わり、市民の皆さんに寄り添

いながら、編集作業で意見を戦わしている委員の皆さ

んに改めて感謝を申し上げたいと思います。まだまだ

改善する点もありますが、ともに編集構成にも市民の

皆さんの声とマッチングできるよう、心に響く、内容

の豊かな「議会だより」になるように努めてまいりま

す。　

< 編  集  後  記 >< 編  集  後  記 >
＊広聴広報委員会

　委員長　　戸 来   守 和　　

＊広報部会

   部会長   　田 口   一 男

   副部会長　堀 野　忠 教  

   委　員   　土佐野  　淳

　　　　      田 川   　 晃

　　　　　　沼 井   賢 壮

▪ 応募方法　
　クイズの答えと住所、氏名、年齢、議会へのご意見や
議会だよりを読んだ感想・ご意見を必ずご記入の上、
ハガキやファックス、電子メールにてご応募ください。 
　正解者の中から抽選で５人に図書カード 1,000 円分を
お贈りします。当選者の発表は発送をもって代えさせて
いただきます。
※ご意見、感想等は議会だよりの紙面でご紹介させて
いただくことがありますのでご了承ください。

（氏名非公開）

▪ あて先　〒 028-6192　二戸市福岡字川又 47
　　　　　 　二戸市議会事務局   
　 　　　　F  A  X：0195-23-1633
　　　　　 メール： gikai@city.ninohe.iwate.jp
▪ 締切　令和７年９月 30 日（火）※ 当日消印有効　　　

（  前回の答え…   「 鍛　冶 」  ）

紙面の中から答えを見つけてね！

議会だよりクイズ
　　　　　下の○に当てはまる言葉（漢字２文字）
　　　　を入れてください　　
　　  
　　7 月９日に開催された

　　　　　　　　○○交換会    

みなさまの
　声を聞かせて！

クイズにご応募いただいた皆さまからの
ご意見をご紹介しながら、二戸市の今を
考えます。　　　

●議会放送　お聴きいただき

ご意見をお寄せください●

　カシオペア FM で一般質問の録音を放送してい

ます。放送は 19 時～ 21 時頃と９時～ 11 時頃の

２回です。放送日は一般質問終了後の調整となりま

す（ホームページでお知らせします）。

　この放送についてのご意見、ご感想をお寄せくだ

さい。

二戸市議会メールアドレス
gikai@city.ninohe.iwate.jp　

年度当初の市政の方向性、予算の使途等

内容の濃い紙面だったと思います。人口

減少は様々な問題課題を生み出している

と思います。年間出生者 100 人未満と

なり今後ますます人口

減少は進むでしょう。

将来どうなるのか不安

を感じます。（60 代の方）

　　　　　　議会の傍聴をしたいと思っ

　　　　　　ても中々できません。私に

　　　　　　とっては議会だよりが市政

　　　　　　の情報を知る唯一の機関で

す。自分が応援した議員の活躍も知るこ

とができ楽しく読んでいます。

　　　　　　　　　　　　（80 代の方）

休憩案内施設整備事業費

3245 万円とあるが、車社会の今、駐

車場をしっかり整備して欲しいと願って

おります。　　　　　　　（70 代の方）

　市議会だより第75号22ペー
ジ「声のひろば」内に誤りが
ありました。次のとおり訂正
してお詫びいたします。

・（誤）「NPO 二戸市文化振興　
協会　会長　舘林　克典さん」

・（正）「NPO 二戸市文化振興
協会　事務局長　舘林　克典
さん」

～市議会だより第 75 号の
　　　　　訂正について～
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二戸市議会のホームページ　　　　　　 http://www.city.ninohe.lg.jp/info/2148
二戸市議会のメールアドレス 　　　 gikai@city.ninohe.iwate.jp　

右のＱＲコードからも
ホームページにアクセス

できます→

　二戸市福岡の呑香稲荷神社で令和３年より宮司を

務めております。

　年中行事に触れること、神社の祭礼に関わること、

それぞれは地域への愛情を育むことにつながると思

い、この数年間は、しばらく行われていなかった行

事などの復活に力を注いできました。節分祭や夏越

の大祓、大作神社例祭の復活など、いずれも地域の

皆様の協力により執り行うことができてうれしく思

っています。支えていただいている神楽保存会のメ

ンバーも高齢化が進んでおります。神楽のメンバー

も随時募集しておりますので興味のある方はぜひご

連絡ください！

　（写真は夏越大祓のために作成した茅の輪）

小保内 威彦さん

呑香稲荷神社呑香稲荷神社声 の

KOE NO HIROBA

ひひろろばば 宮司

　このコーナーでは、市民の皆さまのまちづくりに対する思いを紹介します。

　みなさまと一緒に、このまちの未来を考えていきたいと思います。

 ユダオンパクのなにゃとやら盆踊り。来年には金田一温泉開湯 400年を迎える。ユダオンパクのなにゃとやら盆踊り。来年には金田一温泉開湯 400年を迎える。

白熱する論戦の様子など、議会（本会議）を間近で見てみませんか。
傍聴は当日の受付で OK です。
傍聴席での傍聴は、最大 25 名まで可能です。

～議会を傍聴してみませんか～

小保内威彦宮司（前列左から２番目）と妻の千春さん
（前列右から２番目）と神楽衆のみなさん
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